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The Japanese Red Cross Medical Society
　1964 年に創設された日本赤十字社医学会が本年で 50 周年を迎え、その記念すべき第 50 回総会が
日本赤十字社発祥の地である熊本で開かれることは、誠に意義深いことである。





その必要性を認め、日本赤十字社医学会を結成することになり、その第一回総会が昭和 39 年（1964 年）
11 月 21 日、東京麹町の東條会館で開かれた。』 
　第一回総会会長は日赤中央病院（現医療センター）長谷川敏雄院長であった。その抄録集は日赤医















奉仕の理念のもとに医療を中心とした社会的活動を行っており、職員数は 5 万 4 千人に達し、医業収
益は年間 1 兆円に近付き、その活動内容は、地域医療、公的医療（救急、僻地）、国内災害救護、国
際活動、看護師養成と広く、これらを確実に実践してきた。地域の中核病院としての良質な医療を提
供し、災害時の救護活動およびその後の復興支援、国際救護支援活動、など他の病院グループの追従
を許さない活動で、国民からの信頼に答えてきた。
　世界最速のスピードで少子高齢化社会に突入する我が国において、各都道府県には人々が安心して
暮らせる地域づくりをめざした地域医療ビジョン策定を求められている。各病院はそれぞれの地域で
自病院の役割を再確認し、地域の医療および介護・福祉と密接な協力関係を結び、地域から尊敬され
る病院であり続けることを願っている。
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